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第 2回 新 潟 外 科 系 領 域

バ イ オ メ デ ィ カル 研 究 会

卜1 時 平成 二川 .A-(i日日ElL企)

午後 転噂-午後 8時

会 場 ホテル新潟 3階

飛羊粧丁)聞

I. 一 般 証 拠

1)肺外科領域 をこおけるべ 嘗jブラス トP呆 プ レ-=-

の使用経験

小山 触.】■JT･広野 連港
JJllT 溝 ･剛域 革博
吉往 克姓 ･‖H l~日irl
江m 昭治 (新潟大学第二外 科 )

小池 剛 ∈暴露 産品蒜畏露)

患者の高齢化に伴い気腫捜変化の強い症例鮎増加 し9

肺外科領域では術後 airlea友に悩渡されることがあるも

我利 濃縮率に肺の切除断端或は縫合部よりの a豆r且eak

部にべ リブラス トPスプ レーを塗布 したところ 王eakが

消失 し術後管理 が容易になった症例を経験 したので槻暫

する.

症例 日 豊72歳の女性や師結榛臓の診断で右肺部分切除

を行 った.不完全分寮の葉閣郡よ り 裏目 eakを認めた

ため同部にべ リプラ呆 卜P呆プ レ州を塗布 した.

症例 2は66歳碍男性,狭心症合併肺癌の診断で冠動脈

Jこl/,､~く術 ､l二/11巨某切除術十川 時に行-､上.申. 卜某と

'r欄 慨tl軒 L;)ilir】(-こIk /:.:認叫 甘 く-JL--;r:塗和した.

症 例 二日ヱ7(う歳いな'性. 再発仙痛ハ診断で1-iS6区域

切除を行った,切除断端よりの aiT且eak部にスプレ-

を塗布 した事

ペリブ ラス トPスプレ州は sea且摘g効果が確実で裏

面への塗布も可能でありチ肺手術後の肺胞療防止に有効

と思われた.

2~)肺癌縦隔 †Iンべ節郭清使, 縦隔へ(･f_l fihriI･l

glue塗布 による術後胸水慶減少効果の検討

山口 明 滅 乾 草博 髄 質黄銅 新潟)

肺癌手術後の多量胸水は, 葦Jtレイン抜去時期を遅延さ

せ,感簸機会の噂太 低蛋白血症をもたらす要因となる.

こうした合併症を予防する目的で fibTim尿量u哲を縦隔

7jソバ節瀦酒部位に塗布し,術後胸水畳が減少するかど

うかを検討 した,腹膜癒着がなく,合併切除を要さず,

鮪後 融 Ieakが無かった R2以上の縦隔 リンパ節部落

を施行した肺癌患者で検討した.llihl･iIIi,luL､塗佃,rT･'.t)

例,井塗布群1(刑 で. 卜L仁 抜去時臥 仝胸水Ii;i二を比

較 したが有意;Y=:_-ば無か-.た.fihrinh,lut1叫机旧踊 i'レ

なかったか,あるいは,塗布群に手術侵襲の大きい症例

が多かった可能性があり,再検討を要ずると思われた.

止効果の実験的検討

諸 久永･人間 ･
注に1 昭治 く新潟大学第二外科)

近年,再手術例の増加に伴い車心膜癒番に対 して,餐

学的研究の必要性が求められているが予今回,ベ㌢jプラ

洗卜による心膜癒着予防が可能かを動物受験にて検討 し

た-積極的に癒着促進を囲った後,塗布および散布法に

て検討 した.非塗布群では 3W,4W 例に線維性の強い

癒着とき心外膜 や心膜側からの著 しい細胞浸潤,血管新

餐,強も､f摘roSisを認めた.ベ1)プラト群では,肉眼

約にゲル状 やf沌雨n様物質にて心外膜側は覆われ,薯

Lも､心膜癒着は認めず,徒指にて容易に剥がれた,組織

‥甘二言.心膜 ･心外膜問嵩 上l… しゝ､左 f､ihritlm､tがfl･//,,

威きれるも,著明な細胞浸潤や融管新生は認めなかった｡

人工素材縫者部ではき異物反応や器質化が生 じている転

心膜との著しい組織反応は認めなかった,tIjJ二から,べ

リブラスト塗布方法によっては,心膜癒着防此効果は期

待可能と考えられた.

弟 子嘗預部円錐 切除術の切断端処理をこついて

児玉 省二 歩審問 滋
飢トl 浩･I.･神 目責 ･ (撃宴義挙産婦人科)

当科では, 昭和63年以降の子宮頚部の 円錐切除術は

CO2レ-ザによる手術を行い,切断端は開放として き

た,切断端の出血例 には,Microfibr親arC o五首品だ em

HemのSt釦 を使用 した. レ-ザ-手術の利点としては,

非照射部位の組織損傷が少なく,残存部位からの沈毒血が

少なく軍務出液が少なく感染が起きにくく,創傷治癒が

早いこと,などがあげられる.円錐切除術の適応は,諺

断目的として窺管内病変で病巣の把握が困難例および初
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期腺癌の疑い例,治療 け約として高度鼎形成および上皮

内癌例である.現在までに,Tl例のFT3錐切除術を行い.

経過観察38例,子宮摘出追加33例を経験 した.創傷治癒

は,術後約 8週間を要 し,間質組織の増成と頚管円柱上

皮および扇平上皮の浸出が認められた.子宮温存例の3

例が妊娠し,l例の満期分娩を経験 している.

5)胸部食道癌切除再建術における頭部吻合法

し')検討

m
H
日

和
松
名

●
●
●

二
∵
■孝
夫

隆
健
直
伸

桑
島
村
木

若
付
岡
八

寛治
由紀養

理 ぼ 票赤十字病院)
胸部食道癌切除再建術における吻合操作は,全身的,

局所的な特殊性から他の消化管吻合に比べ縫合不全の発

生率は高いと考えられる.

我々は予過去2年間をこ趨0例の胸部食道癌切除再建術を

おこない,その頚部吻合法につき検討 し た の で 報 告 す る.

縫合不全は6例 日5.0%)に認め,吻 合 部 狭 窄 は 2

例 ほ.0%)に認めた.縫合不全の発生は再建擢器や再

建経絡では有意差を認めなかった申最近は器機吻合例が

多いが,器械吻合21例率5例 (23.5%)に縫合不全を

認め, 手縫い吻合 (2列層々吻合)では 且例 (5.3%)

であった.術後肺合併症と縫合不全の発生には有意差

(p<0.0旦)を認め,術後管理の重要性が示唆された.

確実な操作による吻合が望まれる.

Il.特 別 講 演

手術と創傷治癒,消化管吻合での研究方法

国立がんセンタ-外科部長

丸山 土 -先牛

1(115

第12回新 潟 高 血 圧 談 話 会

｢1 時 中Jkh3年11月1)i)Fl L金1

牛後6時､

会 場 新潟大学有蓋記念館

2階太ホ-ル

1)郵政職員における冠動脈検診 の結果

山本 明彦 (新 潟 逓 信 病 院 )

郵政職員をこおいて,血圧をこ影響を与えると思われる,

牛令.1主odl,＼､･1;lSSIndex.食塩摂取鼠 ~,'FL二Lr-･用t

取塵,喫煙畳の5因子について,血圧に対する影響度を

検討 した.さらに上越地方 --一農相と比較 し 墜落習慣の

相適をこよる血圧の差についても検討 した.対象を平成元

年度をこ今回の調整を希望 した新潟市男性郵政職員 359人

ど-農村男性住民 3㈱ 入とし 健康診断時に,生活習慣

アンケ- 卜調査および栄養士による栄養聞き取 り調査を

施行 した,新潟市男性郵政職員では,収縮期血圧は Bo由一

MassⅠmdex,アルコール摂取量,年齢と相関 し,食塩

摂取畳字喫煙畳とは相関しなかった.拡張期血圧は B適y

Masslndex と相関 L 酸とは確聞 しなかった.また農

村男性住民の高血圧著の割合は 36凋%と,新潟市男性

郵政職員の 且凱禎%に比 し有意をこ高かったが,その原因

として食塩摂取量の多いことが関与 していると考えられ

た (農村住民平均 15,2琵予郵政鶴見平均 批 8窟き.

2)心電図,血圧 などの二世代にわたる観察

江 口 魔 は 詣 銘 蔑 賢 )

済々公社時代より Nm にかけて在職 した60鼠の同

性の親子の心電図を比較 した.親の平均年令 48由9歳,

予の平均は唾0,5歳であったかRR 間隔より求めた心拍

数ヲPQ 間隔,QT 時間は親と子の間に着意の正の相

関を認めたが QRS 巾は有意の相関を認めなかった,

また櫓7観の同性の親子 (親の年令の平均39歳,予の年

令ハ平均 こ_iLl.3歳1に-,いて血圧.身長,体重＼ 心胸比

を比較 した所,収縮期血圧 も拡張期血圧 も親子の問に有

意の正の相関が見られた事身長,体蚤について屯血圧と

同様正の相関があり遺伝の関与が明瞭であった.

子の身長,体墓は親よりそれぞれ平均 6cm, 5kg大

きく食生活,社会環境の影響が考えられたIまた胸部Ⅹ
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